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講演会場 ベンチャープレゼンテーション会場
※同じ会場で講演中継を行います。
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適応的な周波数利用による電波資源活用
W1 複数周波数帯域の同時利用による周波数利用効率向上技術
W2 狭空間での周波数稠密利用のための周波数有効利用技術
W3 通信方式推定による空き周波数共用技術

W4 第5世代移動通信システム（５G）の実現に向けた実証試験
W5

様々なアプリケーションへの無線の活用

IoT時代のセキュリティとプライバシー

無線通信

株式会社ATR-Promotions
G1　脳画像研究のトータルサポート
G2　3D ToFセンサを使用した高精度人流計測
G3　慣性センサを用いた歩行分析
G4　ATR音声言語データベースの新製品紹介 

ATR Learning Technology株式会社
G5　

株式会社ATR-Trek
G6　音声認識・翻訳によるコミュニケーション支援

関連会社

株式会社テレノイドケア
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日本ベンチャーキャピタル株式会社
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東レ建設株式会社
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一般社団法人日本砂栽培協会
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認知機能を支える脳のネットワーク
N1 高齢化によって変わる脳ネットワーク
N2 ビッグニューロイメージングデータ解析
N3 大規模脳画像データベースの構築とその利活用
N4 習慣的繰り返し行動のモデルと神経基盤
N5「ひらめき」に関わる脳の個性

N7 携帯型ブレイン・マシン・インタフェースと日常行動解析
N6　実世界質問応答

脳情報の解読とＢＭＩ技術
N8 深層イメージ再構成
N9 脳情報デコーディング
N10 報酬と罰からの行動学習
N11 多臨床拠点での脳卒中運動麻痺患者へのリハビリロボット適用

N13 Unlocking the Brain's Learning Algorithm
N12 A Predator Odor Affects Humans

脳研究を支える解析基盤技術
N14 脳ダイナミクスイメージングソフトウェアVBMEG2.0
N15 複数データ統合による脳ダイナミクス推定技術
N16 脳科学応用に向けた光脳計測技術

脳情報科学N

日常生活支援ロボット
R1　電波資源を効率的に活用する低速型自律モビリティシステム
R2　ロボットサービスのための人混みシミュレータ
R3　ネットワークロボット館
R4 自然な日常対話を行うアンドロイドの実現

生活支援のための計測技術
R5　手動運転と自動運転における搭乗者（ドライバー）行動の理解

脳活動に基づく生活支援ロボット
R6　ロボットがもたらす脳の活性化と健康

ライフ・サポートロボットR

F1 ブルーイノベーション株式会社
F2 ユカイ工学株式会社
F3 株式会社フィット・サッカーロボ株式会社
F4 スプリームシステム株式会社
F5 アイディア株式会社
F6 エイアイビューライフ株式会社
F7 WaveArrays株式会社
F8 株式会社バックテック
F9 株式会社ログバー
F10 株式会社ATR-Incubator
F10-1 Smart Finder技術
F10-2 英語カラオケ技術
F10-3 災害時用メッシュ無線通信技術
F10-4 ニューロコンサルティング技術
F10-5ドローンのための三次元電波品質推定技術
「高床式砂栽培法」による心と身体の健康促進への取組み

ベンチャー企業～けいはんなATRファンド～FW

研究のねらい
L1　 ERATO 佐藤ライブ予測制御プロジェクト

生命のからくりを解く基礎技術
L2　 多様なヒト疾患モデルの全身網羅的多器官遺伝子発現地図1
L3　 多様なヒト疾患モデルの全身網羅的多器官遺伝子発現地図2
L4　 腸の腫瘍が肝臓に作用するメカニズムの一端を解明

生命科学L
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W6 電波方式によるワイヤレス電力伝送

※DecNef、テレノイド、エルフォイド、ATR CALL、ATR CALL BRIXはATRの登録商標です。
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ご挨拶

株式会社国際電気通信基礎技術研究所
代表取締役社長

浅見 徹

　「ATRオープンハウス2018」にご来場いただき誠にありがとうございます。
ATRは、1986年に当時の郵政省、NTT、経済団体連合会、関西経済連合会、大学等に
よる準備会が、電気通信に係る先端的な基礎研究により社会貢献するために設立して
以来、産・学・官共同と国際的な人材交流の下で、関西文化学術研究都市における中核
研究機関として、研究開発を進めてまいりました。距離の克服や認識性能の向上により
社会変革を目指せた30年前の単純明快さとは異なり、種々の研究成果の総体として健
康長寿社会実現を目指す現在は、社会制度をも踏まえて研究成果を説明できる責任が
研究機関に求められています。
　「オープンハウス2018」では、医療・ヘルスケア・生命科学・ライフサポート・無線通信
分野の研究におけるATRの最新活動状況を展示やデモンストレーションでご紹介する
とともに、研究成果の事業展開状況を、関係する企業様にもご出展いただいて紹介いた
します。発足当時のATRでは、光・電波通信以外に、昨今実用化が進んでいる深層学習
による音声認識やバーチャル・リアリティーなどの分野を研究しておりました。30年前の
基礎研究は今や実用化・商用化が盛んで、ATR関係でも、㈱エーアイが音声合成技術を
コアにIPOするに至っております。
　また、ATRの使命である将来社会の基盤となる研究テーマの発掘に関して、ロボット
や人工知能の社外の研究者を交えて、パネルディスカッションを開催することにいたしま
した。けいはんな地区における対外連携による研究開発と事業化に向けた取り組みと合
わせてATR的視点を紹介させていただきます。
　本ATRオープンハウス2018は、けいはんな学研都市に関係する研究機関、大学など
が協力して、最新の研究成果などをご紹介するイベント「けいはんな情報通信フェア
2018」の一環として開催しています。あわせてご覧いただければ幸いです。
　ATRは、引き続き世界に誇り得る最先端の質の高い研究開発を進めると共に、その成
果を、これまで以上に社会に役立てるよう一層緊密に対外連携を推し進めますとともに
研究成果の事業化を加速してまいる所存です。
　今後とも、ご指導、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。
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Challenges for Social Issues
～Collaboration, Innovation, and Eco-system Creation～

外部機関との共創

世界最先端の研究成果の 創出と社会への展開により
科学技術イノベーションと地 方創生への貢献を目指します
世界最先端の研究成果の 創出と社会への展開により

科学技術イノベーションと地 方創生への貢献を目指します

事業開発から研究への
フィードバック

研究成果の事業化

グループ

関連会社関連会社

事業サポート事業サポート
ライセンス
パートナー企業

など

ライセンス
パートナー企業

など

ベンチャー企業
～けいはんなATRファンド～
ベンチャー企業
～けいはんなATRファンド～脳情報科学脳情報科学 ライフ・サポート

ロボット
ライフ・サポート
ロボット

無線通信無線通信 生命科学生命科学

　今年のATRオープンハウスは、「Challenges for Social Issues ～Collaboration, Innovation, and 
Eco-system Creation～」をテーマに、Society 5.0を通じたSDGs（国連の持続可能な開発目標）への貢献
や2025年大阪・関西万博などを見据え、科学技術イノベーションによって社会的課題の解決を目指す取り組
みを外部機関の方 と々ともにご紹介いたします。
　ATRが世界に誇る脳情報科学、ライフ・サポートロボット、無線通信、生命科学に関する最先端の研究開発
成果に加え、関連会社による成果展開、「けいはんなATRファンド」のベンチャー支援、けいはんなイノベーショ
ンハブの構築など拡がりをみせる事業開発やATRとの関係が深い外部機関の活動について、講演、デモンスト
レーションおよびポスター展示によりご覧いただきます。
　基礎的・先駆的な研究開発とその事業化を一体となって推進し、外部機関との共創を通じて新たな社会的
価値の創造と地方創生への貢献を目指すATRグループの挑戦を実感いただけますと幸いです。

起業からIPOまでの
15年間

代表取締役

吉田 大介
　私がATRに勤務するようになったのは1999年です。当時の私のミッションはATRの研究成果を世の中に
普及することでした。ATRの様々な研究成果を見て、聞いて勉強しましたが、その中でコーパスベース音声合
成技術「CHATR」の面白さに魅せられました。この技術を世の中に拡げ、役立たせたいと強く思いました。
　当初はCHATRを普及させるために活動していましたが色々な理由があり、ATRで「Wizard Voice」SDK
の製品化を提案し、販売を開始しました。しかし、売れません。何しろ音声合成技術は世の中に知られておら
ず、マーケットは皆無でした。
　2003年に転機が訪れました。ATRでの事業化を断念し起業、音声合成「株式会社エーアイ」の誕生です。
経営理念は「音声技術で拓く21世紀の文化」としました。この理念は今も引き継がれています。
　しかし売れない状況は変わりません。2期目からはATRからライセンスを購入し「AIVoice」を自社開発、
製品化しました。AIVoiceはCHATRベースですので、自由文章の音声合成をすると、韻律のコントロールが
できませんでした。
　そんな時に、現当社の研究開発
責任者と出会い、「少しの収録で
その人の声を再現し、韻律もその
人の喋り方になる音声合成」を作
れないか相談したところ、やってみ
ようということになり入社いただ
きました。
　半年後に今の「AITalk」のβ版
ができました。音質は悪かったの
ですが韻律はスムーズでした。感動しました！これなら音質も韻律ももっとよくなると信じAITalk一本で勝
負することとしました。
　AITalkは出来たのですが、再度資金不足に陥りました。現株主の企業様に出資いただき、それから11年
AITalkは順調に性能が向上していきました。少しの収録で誰の声でも作成できる音声合成は、「AITalk 
Custom Voice」として好評を博しています。
　電話から、防災、音声対話と用途も拡大し、売上、利益も増加していき、今年6月27日に東証マザーズに上
場しました。東証で鐘を鳴らしたときは思わず感極まりました。ここまでこれたのは、私一人の力でなく、社
員、役員の頑張り、社外の皆さまの応援のおかげと実感しています。
　15年間必死に走ってきたという感じです。何もないところに新しい技術・マーケットを作る。それが世の中
の役に立つのは大きな喜びです。きついほうが多かったですが。
　これからも新しい製品、サービスを通じて世の中の役に立ち続けたいと思っています。皆さまの暖かい応
援をよろしくお願いいたします。



講演会・ベンチャープレゼンテーション
スケジュール

54

10

13:15～13:30 ブルーイノベーション（株）
13:30～13:45 ユカイ工学（株）
13:45～14:00 （株）ログバー

25 ベンチャープレゼンテーション ～さらなる成長を目指して～

社長講演

15:15～15:30 ATRの研究活動と事業展開
～使命と新たな研究課題～
代表取締役社長　浅見 徹

トピックトーク

14:40～14:55

14:55～15:10

時間 内容

大規模脳画像データベースの構築とその利活用
～脳・行動データの多変量解析実例の紹介～
認知機構研究所 数理知能研究室 室長　田中 沙織

三本目の腕のマルチタスク操作
石黒浩特別研究所 遠隔対話サービス研究グループ
主幹研究員　西尾 修一

パネルディスカッション

15:30～15:40
これからのロボティクスとは？

15:40～15:55 講演

趣旨説明

健康寿命延長と医療費大幅削減を
実現するネットワーク型バイオナノロボティクス
東京大学大学院情報理工学系研究科
システム情報学専攻 教授　生田 幸士氏

15:55～16:55 パネルディスカッション
※パネリスト詳細は6、7ページに掲載しております。

16:55～17:00 総括

会　場
講演会場 ベンチャープレゼンテーション会場

※ベンチャープレゼンテーション会場にて、
　講演中継を行います。

※講演会・ベンチャープレゼンテーションのスケジュール等は変更となる場合があります。予めご了承ください。

『ロボティクスの未来を語ろう』

10:10～10:25 スプリームシステム（株）
10:25～10:40 （株）バックテック
10:40～10:55

--- 休憩 ---

エイアイビューライフ（株）

11:00～11:30 ブルーイノベーション（株）

26 ベンチャープレゼンテーション ～さらなる成長を目指して～

テーマ講演

13:00～13:30 社会的課題の解決に向けたATRの
コイノベーション活動
経営統括部・事業開発室 代表取締役専務　鈴木 博之

13:30～14:00 脳内イメージ解読技術
脳情報研究所 神経情報学研究室 室長・ATRフェロー　神谷 之康

14:00～14:30 IoT時代を支える無線周波数資源活用の取り組み
波動工学研究所 所長　鈴木 義規

14:30～15:00 ERATO佐藤ライブ予測制御プロジェクト
～基礎研究、イノベーション、起業～
佐藤匠徳特別研究所 所長　佐藤 匠徳

時間 内容

ドローン活用の今
専務取締役　熊田 雅之氏

11:30～12:00 （株）エーアイ
起業からIPOまでの15年間

代表取締役　吉田 大介氏

トピックトーク

15:05～15:20

15:20～15:35

狭空間における無線通信システム間協調
適応コミュニケーション研究所 スマートネットワーク研究室 室長　長谷川 晃朗

ATRにおける事業開発の取組み
事業開発室 担当部長　坂野 寿和

15:35～15:50 センサ関連事業における研究成果の事業展開
株式会社ATR-Promotions グループ長　足立 隆弘
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『社会的課題の解決に向けた研究開発と事業化への取り組み』

ATR 知能ロボティクス研究所
所長・ATRフェロー　萩田 紀博

ATR　萩田 紀博



社長講演・パネルディスカッション パネリスト・コーディネーターご紹介

趣旨説明

パネリスト: 

コーディネーター： ATR　萩田 紀博

生田 幸士 氏
石黒 浩
木戸出 正継 氏
栗原 聡 氏

土井 美和子 氏
  

東京大学大学院情報理工学系研究科システム情報学専攻 教授
ATR 石黒浩特別研究所 所長・ATRフェロー
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これからのロボティクスとは？

株式会社国際電気通信基礎技術研究所

ATR 知能ロボティクス研究所 所長・ATRフェロー　萩田 紀博

東京大学大学院情報理工学系研究科システム情報学専攻 教授　生田 幸士 氏

講　　演 健康寿命延長と医療費大幅削減を
実現するネットワーク型バイオナノロボティクス

代表取締役社長

浅見 徹

東京大学大学院情報理工学系研究科システム情報学専攻 教授生田 幸士 氏

ATRの研究活動と事業展開
～使命と新たな研究課題～

　産学官連携の準備会により設立された1986年以来、ATRは情報通信に係る先端的な研究による社会
貢献をミッションに、関西文化学術研究都市における中核研究機関として、国際的な人材交流の下で研究
開発を進めてまいりました。「ATRオープンハウス2018」では、医療・ヘルスケア・生命科学・ライフサポー
ト・無線分野におけるATRの最新活動状況を展示やデモンストレーションでご紹介するとともに、研究成果
の事業展開状況を、関係する企業様にもご出展いただいてご紹介しております。さて、研究目標に関して論
ずる場合、距離の克服や認識性能の向上といった単純な指標で社会変革を論じることもできた30年前と
異なり、「知的労働の機械による代替と人間の生きがい」といった哲学や社会制度を踏まえた議論に科学
技術研究者も参加し目標設定することが求められるようになってきております。このため、今年は、ロボット
や人工知能における社外の研究者を交えたパネルディスカッションを開催し、将来社会の基盤となる研究
テーマについて論じる機会を設けました。ATR的視点の未来社会を示せたら幸いです。

大阪大学で金属材料工学科と生物工学科科を卒業。修士課程修了後、東京工業大学理工学研究科制御工学専攻博士後期課程修了（工
博）、カリフォルニア大学サンタバーバラ校ロボットシステムセンター主任研究員、東大工学部専任講師、九州工大情報工学部助教授、94
年名古屋大工学研究科マイクロナノシステム工学専攻教授を経て2010年から現職。医療ロボットの草分けとなった「能動内視鏡」、３次
元マイクロマシン作製法の草分け「マイクロ・ナノ光造形法」、「光駆動ナノマシン」、「新原理アクチュエータ」、「化学ＩＣチップ」、「柔軟細径
遠隔手術ロボット」など、新概念と新原理に基づく独創的な医用マイクロナノマシンと医用ロボティクスを開拓。「たまご落とし」、「馬鹿ゼ
ミ」などユニークな創造性教育にも力を入れている。紫綬褒章、文部科学大臣賞・研究功績者、市村学術賞、IEEE ICRA1988発表論文で
最も影響力のある論文賞、米国ラボラトリオートメーション学会功績賞、日本ロボット学会論文賞など40近い受賞。
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パネルディスカッション

『ロボティクスの未来を語ろう』

社長講演

一般財団法人 ATR メタリサーチイノベーション協会 代表理事木戸出 正継 氏
京都大学大学院（修）工学博士。奈良先端科学技術大学院大学名誉教授。
元（株）東芝総合企画部新規事業開発推進室担当部長、同社関西研究所長、同社マルチメディア事業推進室長,東芝アメ
リカ社副社長。元奈良先端科学技術大学院大学副学長兼総合情報基盤センター長。 元電子情報通信学会情報システム
ソサイティ会長、元情報処理学会関西支部長、元システム制御情報学会理事、関西文化学術研究都市推進機構学術委員
会副委員長。元奈良工業高等専門学校運営諮問会委員長、元知的財産高等裁判所専門委員。 
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電子情報通信学会業績賞、日本産業大賞、オーム技術賞、高柳記念奨励賞。
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慶應義塾大学大学院理工学研究科修了。博士（工学）。
NTT基礎研究所、大阪大学産業科学研究所、電気通信大学大学院情報理工学研究科などを経て、2018年から現職。
電気通信大学人工知能先端研究センター相談役、大阪大学産業科学研究所招聘教授、ドワンゴ人工知能研究所客員研
究員、HONDA R&D Center X アドバイザー、オムロンサイニックエックス技術顧問など、人工知能学会理事・編集長な
どを歴任。人工知能、複雑ネットワーク科学、自律分散システム等の研究に従事。著書『人工知能と社会』(オーム社)、翻訳
『群知能とデータマイニング』(東京電機大学出版)、編集『人工知能学事典』（共立出版）等多数。

国立研究開発法人情報通信研究機構 監事、
奈良先端科学技術大学院大学 理事土井 美和子 氏

1979年東京大学工学系修士修了。同年東京芝浦電気株式会社（現㈱東芝）総合研究所（現研究開発センター）入社。以来、
東芝にて35年以上にわたり、「ヒューマンインタフェース」を専門分野とし、日本語ワープロ、機械翻訳、電子出版、CG、VR、
ジェスチャインタフェース、道案内サービス、ウェアラブルコンピュータ、ネットワークロボットの研究開発に従事。
現在、情報通信研究機構監事（非常勤）、奈良先端科学技術大学院大学理事（非常勤）、国土交通省運輸安全委員会委員、大
阪大学招へい教授、農工大学客員教授、内閣府総合科学技術イノベーション会議専門委員、日本学術会議連携会員などを務
める。全国発明表彰発明賞、文部科学大臣科学技術賞、総務大臣賞など受賞22件。登録特許海外172件、国内165件。
IEEE(Fellow)、電子情報通信学会(フェロー)、情報処理学会(フェロー)、日本工学会（フェロー）など。博士（工学）。

ATR 石黒浩特別研究所
所長・ATRフェロー

石黒 浩
ATR 知能ロボティクス研究所
所長・ATRフェロー
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社会的課題の解決に向けたATRの
コイノベーション活動

経営統括部・事業開発室
代表取締役専務

鈴木 博之

脳内イメージ解読技術

脳情報研究所 神経情報学研究室
室長・ATRフェロー

神谷 之康
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　ATRは、外部機関との共創による新たな社会的価値
の創造と地方創生への貢献をビジョンとして、基礎的・
先駆的な研究開発とその成果に基づく事業開発を行っ
ています。研究開発においては、人工知能を含む、脳情報
科学、ライフ・サポートロボット、無線通信、生命科学など
の分野における基礎的・先駆的な研究開発を、また、事
業開発においては、関連事業会社による成果展開、「け
いはんなATRファンド」によるベンチャー支援、「けいはん
なリサーチコンプレックス」によるグローバル連携、ベン
チャー支援およびイノベーションエコシステムの構築な
どを、それぞれ強力に推進しています。
　本講演では、社会的課題の解決という観点から、ATR
の研究開発活動および事業開発活動を整理するとともに、
ATRが進むべき今後の方向性についてご紹介します。
　社会的課題の解決に向け、我が国の行政、民間企業・
団体、大学・研究機関などが連携して取り組む国際的な
活動の一例として、持続可能な開発目標(SDGs ; 
Sustainable Development Goals)が挙げられます。

SDGsは、2015年9月の国連サミットで全会一致で採択
された、「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包
摂性のある社会実現に向けた、2030年までを期限とす
る17の国際目標（およびその下に定められた169のター
ゲット）です（図１）。SDGsの高い目標を達成するために
科学技術イノベーションへの期待は大きく、また、SDGs
は、我が国が目指すべき未来社会の姿として、総合科学
技術・イノベーション会議が策定した第5期科学技術基
本計画において提唱されたSociety5.0とも密接に関連
付けることができます。SDGsという観点でATRの活動や
成果の位置づけを整理すると、SDGsの17の目標の内、9
つの目標と関連付けられることが判りました（図２）。
この結果は、SDGsという切り口が、ATRの「いま」を理解
するとともに、今後の方向性を検討する上でも重要な意
味を持つことを示しています
　ATRは、そのビジョンとも整合性の高い社会的課題の
解決に向け、今後も研究開発活動および事業開発活動
を積極的に推進していきます。

　「脳から心を読む機械」は古くからフィクションに登場
しますが、その可能性が科学的議論の対象となったの
は、ごく最近のことです。脳の信号は心の状態や行動を
コード化している「暗号」と見なすことができます。そし
て、その暗号を解読（デコード）することが脳から心を読
むことにつながります。私の研究室では、機械学習や人工
知能の技術を利用して、身体や心の状態に関するさまざ
まな情報を脳信号パターンからデコードする方法の開
発を進めています。近年の人工知能で用いられる深層
ニューラルネットワークは、脳の基本素子であるニュー
ロンやシナプスの機能にヒントを得て作られた数理モデ
ルですが、汎用的な機械学習手法として脳科学を離れて
研究されてきました。
　ところが、最近になって再び、生物の脳との関連が注目
されるようになりました。画像認識においては、畳み込み
と非線形演算からなる階層的ネットワークを大規模画

像データを用いて最適化することで、各階層に異なるレ
ベルの複雑さを持った特徴が自動的に抽出されます。　
　これらの特徴が、サルやヒトの視覚野に見られる特徴
表現と定量的に対応づけられることが、近年の研究で明
らかになりました。私のグループでは、ヒトの脳活動パ
ターンを深層ニューラルネットワークの信号パターンに
翻訳する方法を開発し、これを用いた脳内イメージ解読
技術を研究してきました。本講演では、深層ニューラル
ネットワークの構造が生物の脳やニューロンのどのよう
な機能にインスパイアされてデザインされたものである
かを解説した後、脳活動パターンから翻訳した深層
ニューラルネットワークの信号を用いて、見ている画像や
想起したイメージを画像化する方法を紹介します。
　脳を介した情報通信や、芸術を含む新たな表現の手
段としての脳デコーディングの可能性についても議論し
たいと思います。

図1. SDGsにおける17の国際目標

図2. ATRのビジョンとSDGs 図1. 脳活動から画像を生成するプロセス
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IoT時代を支える無線周波数
資源活用の取り組み

波動工学研究所
所長

鈴木 義規

ERATO佐藤ライブ予測制御プロジェクト
～基礎研究、イノベーション、起業～

佐藤匠徳特別研究所
所長

佐藤 匠徳

　1990年代における第２世代デジタル方式の携帯電
話の登場、インターネットの普及と無線LAN規格策定以
来、コンシューマ向け無線ネットワークは世界中の精力
的な研究開発の下、急速な発展を遂げてきました。有線
通信ネットワークの発展も手伝って、一昔前には想像も
できなかった高速・大容量の通信インフラ・環境が整い、
様々なモノがネットワークでつながるIoTを活用した新た
なサービスが続 と々生み出されております。近年のIoTデ
バイスの爆発的な増加もさることながら、無線接続され
るIoTデバイスの占める割合も増加しているため、無線通
信トラフィックは増加の一途をたどっております。そのた
め、現在の無線ネットワークでは近い将来に通信トラ
フィックを収容しきれなくなる事態が生じることが容易
に予想され、さらなる大容量化・多収容化・高速化・低遅
延化・高信頼化などの実現を目指した第５世代モバイル
通信に対する期待が高まっています。
　こうした背景の中、ATRでは無線ネットワークの周波

数利用効率向上のための技術や新しい無線サービスの
実現に向けた研究開発を外部機関と連携して進めてい
ます。例えば、多数の無線機器による電波雑音や電波干
渉の影響が増大するなか、これまでの個別最適化ではな
く、電波環境や通信状況を精度よく把握し、無線ネット
ワークとしての全体最適化による周波数利用効率向上
に取り組んでおります。
　また、IoTを活用した新しいサービスは利便性を向上
させる半面、IoT機器のセキュリティ脆弱性を狙ったサイ
バー攻撃による情報漏洩、不正通信等が実際に発生し
ております。サイバー攻撃の対象となりうる脆弱なIoT機
器を広域ネットワークスキャン等の実施により調査・特
定し、対策を実施することが必須となります。ATRでは、
無線接続されるIoT機器に対して、通常の通信に影響を
及ぼすことなく、広域ネットワークスキャンを効率的に実
施する研究にも取り組んでおります。

　ERATO佐藤ライブ予測制御プロジェクト（研究総括：
佐藤匠徳）は、国立研究開発法人科学技術振興機構
（JST）の戦略的創造研究推進事業として、2013年10月
に発足し、5.5年間15億円の予算で実施してきました。
今年度が最終年度となりますので、これまでの研究成果
を本講演で紹介いたします。本プロジェクトでは、人間の
全身を網羅する全ての器官（臓器）同士のクロストーク
ネットワークの作動原理を理解することにより、各種疾
患の早期発見、予防、先制的治療、重症化の予測、重症
化の治療に役立つ各種技術を創出するための研究開発
を展開しています。
　人間の体にはおよそ37兆個の細胞があり、それらが
集まって各器官（心臓、脳、腎臓など）をつくっています。
そして、これらの器官同士は様々な方法で常に連絡（クロ
ストーク）をとっています。この全身を網羅する器官同士
のクロストークネットワークを「多器官連関ネットワー
ク」とよびます。人間は、この「多器官連関ネットワーク」
の応答性が高くかつ柔軟性の高いはたらきによって、ス
トレスや「悪玉」（ジャンクフード、ウイルス、がん細胞な
ど）の攻撃に瞬時に対応し体の正常機能が維持できるよ
うにできています。しかし、ストレスや「悪玉」による攻撃

が慢性的に続いたり、老化やその他の原因によって「多
器官連関ネットワーク」の応答性や柔軟性が弱ってくる
と、病気になります。
　ERATO佐藤ライブ予測制御プロジェクトでは、この
「多器官連関ネットワーク」の全容を明らかにするため
に、バイオ、医学、人工知能などの異分野融合型の基礎
研究を実施してきました。また、この基礎研究の成果をさ
らに発展させて、各種疾患の早期発見、予防、先制的治
療、重症化の予測、重症化の予防・遅延に役立つ各種技
術を開発し知的財産を積み上げてきました。そして、
2015年10月には、これらの知的財産を基盤にKarydo 
TherapeutiX株式会社（代表取締役：佐藤匠徳）を起業
し事業を展開しています。
　本研究成果や事業は、現在流行りのiPS細胞などの再
生医療や免疫療法の次の新時代を切り開くものです。具
体的には、各種疾患の早期発見・予防・先制的治療・重症
化の予測・重症化の予防・遅延全てがライブ（実時間）で
連動した「ライブ予測制御医療」というインテリジェント医
療システムの創出を目指しています。本講演では、これまで
の成果を紹介するとともに、「ライブ予測制御医療」を実
現するための取り組みについても紹介いたします。

図１. 電波干渉や環境雑音の増加 図２. 全体最適化の概念

図１. ERATO佐藤ライブ予測制御プロジェクトの展開
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大規模脳画像データベースの構築とその利活用
～脳・行動データの多変量解析実例の紹介～
　ヒト脳画像研究の分野では
脳画像および行動データの大
規模データベース化が世界的
に進んでおり、脳・行動の多次
元データに対して機械学習によ
るデータ駆動型解析の活用が
本格化しています。ATR脳情報
通信総合研究所では、AMED

「脳科学研究戦略推進プログラム」（2013―2017年度実
施）のもと、9機関において多疾患（うつ、統合失調症、自閉症
スペクトラム障害、強迫性障害、疼痛など）および健常者の安
静時脳機能画像を約2400例収集し、「AMED-DecNef多精
神疾患データベース」を構築し、広く世界に向けて公開を行
なっています。
　このような世界的な流れにより、今後様 な々リソースからの

複数モダリティのデータを合わせて解析する機会が増えるこ
とが予測されます。本研究室では、データ駆動型解析により、
大規模健常者安静時脳活動、行動指標、課題時脳活動、患
者の安静時脳活動という異なるデータセットを用いて、これら
に共通する「不安」に関わる脳ネットワークを同定することに
成功しました (Takagi et al., 2018)。本講演では、大規模脳
画像データベー
スプロジェクト
の意義や課題、
データ駆動型
解析の実例を
紹介し、その利
活用の可能性
について述べた
いと思います。

認知機構研究所
数理知能研究室
室長

田中 沙織

狭空間における無線通信システム間協調
　PC、タブレット、スマートフォ
ンなどにより、設置された場所
で使われていた機器が、自由に
持ち運びながら、好きな場所で
使うことができるように変わっ
てきています。こうした機器の普
及、利用形態にともない、これま
では「遠く離れた場所と通信を
行うため」に使われてきた無線
通信が、利便性の高さなどか

ら、「屋内や、手も届くような近距離」であっても、利用されるよ
うになってきました。
　このような流れの中、製造現場などでは、通信の信頼性の
観点からこれまでは有線での通信の利用が主流でした。一方
で、近年の製造現場では製品開発サイクルの短期間化や多

品種少量生産化にともない、機器の配置やラインの構築に柔
軟性が求められるようになり、変更を柔軟に行うために無線
通信の導入が期待されています。
　さらに、品質管理の観点から様 な々センサ等の導入、ラインへ
の設置も想定されており、多量の無線通信機器が家庭やオフィ
スだけでなく、製造現場にも導入が進んでいくと考えています。
　我 は々製造現場へ導入される多数の無線通信機器の安定
した通信の実現に向け、無線通信システム間協調の研究開発
を行っており、本講演では研究開発の概要を紹介します。長谷川 晃朗

三本目の腕のマルチタスク操作
　思うだけで機器を操作できる
ブレイン・マシン・インター
フェース（BMI）には多くの期待
が寄せられています。しかし、現
状の技術では性能が極めて限
定的で、また使用者が身体を静
止して強く集中することが必要
です。そのため、用途が障がい者
用などに限られ、技術の汎用化
が課題となっていました。我々

は人が両腕を使いつつ、BMIを介して脳でロボットアームを操
作する実験を行い、高い成功率で操作が可能であることを実
証しました。この成果はBMI技術の用途拡大に向けた第一歩
と考えられます。
　また本技術は、人のマルチタ
スク能力など認知能力の解明と
向上にも役立つと考えられま
す。本講演では、上記の成果を
従来の関連研究を踏まえて紹
介します。

西尾 修一

石黒浩特別研究所
遠隔対話サービス研究
グループ 主幹研究員

適応コミュニケーション研究所
スマートネットワーク研究室 
室長

ATRにおける事業開発の取組み
　ATRでは、設立後間もない
1990年代から事業化に向けた
開発組織を立ち上げるなど研
究成果の事業化に積極的に取
り組んできました。2000年代に
は、自動音声処理やロボット分
野を中心にATRの研究成果を
利用するベンチャー企業への
少額出資や、ATRが自身で事業

化するための子会社・孫会社の設立などを通して、研究成果
のビジネス展開を図るようになりました。さらに、昨今のロ
ボット、AI技術実用化への社会的な期待の高まりなどを背景
に、VC投資ファンド：「けいはんなATRファンド」を2015年2
月に立上げ、以来このファンドを中心にATR研究成果の事業
化に関わる取組みを加速しています。

　けいはんなATRファンドが出資した企業は2018年8月時
点で11社にのぼり、これら出資企業とATRとが連携して事業
化や研究開発に取り組むケースも増えつつあります。講演で
は、けいはんなATRファンドを活用した事業化推進を中心に
最近のATRにおける事業開発の取組み状況、将来に向けた
期待などについて紹介します。

坂野 寿和

事業開発室
担当部長

センサ関連事業における研究成果の事業展開
　近年、セキュリティや安全管
理、導線解析によるサービスの
向上を目的としたピープルカウ
ントや人流計測のニーズが高
まっています。ATRではエリア内
の人を検出し、トラッキングする
システムを開発し、ロボット研究
の中で使用して来ました。　　
ATR-Promotionsでは、研究用

に開発されたHumanTrackerを元に、「人位置計測システム
ATRacker（アトラッカー）」を開発・販売して来ました。
　本製品は、研究用に大学や企業等に導入されたほか、商用
利用のために一般企業や商業施設、交通機関で人流解析に
使用されており、科学館やアミューズメントパークでは、一部
アトラクションでリアルタイムフィードバックを伴う常設展示
用システムに組み込む形で使用されています。 

本システムの動作原理や利用例のほか、弊社独自で研究開
発中の「人位置・属性検知システムFTPATRASCHE（エフ
ティーパトラッシュ）」の最新の状況についてご紹介致します。

足立 隆弘

株式会社ATR-Promotions
グループ長
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　計算論的神経科学などの手法を用いて、脳の機能
を理解し、それによって得られた知見に基づいて、人に
やさしいICT技術、未来のコミュニケーション、医療、高
齢者自立支援の基盤技術としての「ブレイン・マシン・
インタフェース（BMI）」を開発しています。複雑な操作
や訓練を必要としない、考えるだけでロボット、家電な
どを操作できるBMI技術の開発に成功しています。ま
た、最新の研究成果として、寝ている時の夢を解読す
る「デコーディング手法」、また脳の状態を望ましい方
向に導くことを可能とする「デコーディッド・ニューロ
フィードバック法」を開発しました。これらの最新研究
を紹介します。 

脳情報科学N N1

おすすめ DEMO今年のおすすめ展示です デモンストレーションを実施いたします

N2

N3

N4

N5

N6

認知機能を支える脳のネットワーク

N7

N8

N9

N10

脳情報の解読とBMI技術

脳研究を支える解析基盤技術

高齢化によって変わる脳ネットワーク
Normal Aging in Functional Brain Networks
～ノードとエッジの全脳表現～

ビッグニューロイメージングデータ解析
Analysis of Big Neuroimaging Data
～多施設データ統合技術の開発～

大規模脳画像データベースの構築とその利活用
Construction and Utilization of 
Large-Scale Brain Image Database
～脳・行動データの多変量解析実例の紹介～

習慣的繰り返し行動のモデルと神経基盤
Computational Model and Neural Substrate
of Habitual Repetitive Behavior
～精神疾患を対象とした実例の紹介～

「ひらめき」に関わる脳の個性
Individual Difference of Brain Associated with Creative Insight
～脳の体積と機能的ネットワーク～

実世界質問応答
Physical-World Question Answering
～言語を通して実世界を学習・理解するシステム～

　

携帯型ブレイン・マシン・インタフェースと
日常行動解析
Portable Brain-Machine Interface and Analysis of
Daily Activitieｓ
～実環境における脳情報利用に向けた取り組み～

～脳を介した情報通信の実現を目指して～

深層イメージ再構成 
Deep Image Reconstruction from Human Brain Activity

Decoding Neural Signals

～深層ニューラルネットワークを用いた心的イメージの可視化～

脳情報デコーディング

報酬と罰からの行動学習
Behavior Learning from Reward and Punishment
～並列強化学習アーキテクチャの開発～

N11 多臨床拠点での脳卒中運動麻痺患者への
リハビリロボット適用
Evaluating Rehabilitation Robots at Multiple Clinical Sites
～バイオメカトロニクス技術を活かした臨床現場ニーズの実現～

　
脳ダイナミクスイメージングソフトウェアVBMEG2.0
Open Source Software: VBMEG
～1/1000秒で変化する脳活動の可視化～

複数データ統合による脳ダイナミクス推定技術
Brain Dynamics Estimation via Multi-Modal Integration
～離れた脳領野間の信号伝達の可視化～

脳科学応用に向けた光脳計測技術
 Hierarchical Bayesian Diffuse Optical Tomography
～簡便で高解像度な脳活動の可視化～

N12

DEMO

DEMO

おすすめ

おすすめ

おすすめ

おすすめ

おすすめ

おすすめ

A Predator Odor Affects Humans
～By Enhancing Fear Memory Strength～

N13

N14

N15

N16

Unlocking the Brain's Learning Algorithm
～The Role of Cognition～

脳情報科学、ライフ・サポートロボット、無線通信、生命科学等に関する研究開発を

国内外の大学・研究機関・他企業等と連携して推進し、様々な社会的課題の解決や

豊かな未来社会につながる先駆的・独創的な研究成果を創出しています。
研
究
開
発

研究へのフィードバック 研究成果の事業化

脳情報科学脳情報科学 ライフ・サポート
ロボット

ライフ・サポート
ロボット

無線通信無線通信 生命科学生命科学

会場案内

：脳情報科学　 ：ライフ・サポートロボット　 ：無線通信　 ：生命科学

受付
入口

喫茶

食堂

NN

R

R

R R
F CC

W

3F

L

N14

N13

N12

N6

N7

N5 N3

N4

N9

N8

N2

N1

N10

N15 N16

N11

喫茶

食堂

N

通行可能エリア
トイレ

エレベーター
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基礎研究 応用研究

N1 高齢化によって変わる脳ネットワーク
～ノードとエッジの全脳表現～

基礎研究 応用研究

N2 ビッグニューロイメージングデータ解析
～多施設データ統合技術の開発～

基礎研究 応用研究

N3
おすすめ

大規模脳画像データベースの構築とその利活用
～脳・行動データの多変量解析実例の紹介～

基礎研究 応用研究

N4 習慣的繰り返し行動のモデルと神経基盤
～精神疾患を対象とした実例の紹介～

非公開
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基礎研究 応用研究

N5 「ひらめき」に関わる脳の個性
～脳の体積と機能的ネットワーク～  

基礎研究 応用研究

N6 実世界質問応答
～言語を通して実世界を学習・理解するシステム～

基礎研究 応用研究

N7 携帯型ブレイン・マシン・インタフェースと日常行動解析
～実環境における脳情報利用に向けた取り組み～

基礎研究 応用研究

N8 深層イメージ再構成
～深層ニューラルネットワークを用いた心的イメージの可視化～

非公開
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基礎研究 応用研究

N9 脳情報デコーディング
～脳を介した情報通信の実現を目指して～

基礎研究 応用研究

N10 報酬と罰からの行動学習
～並列強化学習アーキテクチャの開発～

基礎研究 応用研究

N11
おすすめ

多臨床拠点での脳卒中運動麻痺患者へのﾘﾊﾋﾞﾘﾛﾎﾞｯﾄ適用
～バイオメカトロニクス技術を活かした臨床現場ニーズの実現～

基礎研究 応用研究

N12 A Predator Odor Affects Humans
～By Enhancing Fear Memory Strength～
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基礎研究 応用研究

N13 Unlocking the Brain's Learning Algorithm
～The Role of Cognition～

基礎研究 応用研究

N14 脳ダイナミクスイメージングソフトウェアVBMEG2.0
～1/1000秒で変化する脳活動の可視化～

基礎研究 応用研究

N15 複数データ統合による脳ダイナミクス推定技術
～離れた脳領野間の信号伝達の可視化～

基礎研究 応用研究

N16
おすすめ

脳科学応用に向けた光脳計測技術
～簡便で高解像度な脳活動の可視化～ 
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　ライフ・サポートロボット分野では、人々の日常生活
における様々な活動をロボット技術でサポートするた
めの研究開発を行っています。部屋に取り付けたセン
サやロボットのセンサ、装着型のセンサなどを用いて、
人々の行動を予測したり人が何に注意を向けているの
かを推測したりすることで、人々の行動を理解して手
助けする技術、ロボットを通して親しみのある対話を可
能にし利用者に安心感を与えられるコミュニケーショ
ン技術、これらを実現するための計測技術などの研究
を行っています。

R ライフ・サポート
ロボット R1

R2

R5

R3

R4

R6

日常生活支援ロボット

生活支援のための計測技術

脳活動に基づく生活支援ロボット

電波資源を効率的に活用する低速型自律モビリティシステム
Low-speed Autonomous Mobility System with
Efficient Utilization of Radio Resources
～話しながら移動できるロボット・車イス～

ロボットサービスのための人混みシミュレータ
Crowd Simulator for Robot Services
～共存環境で活動するロボットのためのHRI行動シミュレーション技術～

～複数のロボット、環境センサ、
　インターネットが連携するロボットサービスの提供～

手動運転と自動運転における搭乗者（ドライバー）
行動の理解
Driver Behavior Understanding in
Manual and Automated Driving

ネットワークロボット館
Networked Robotics Museum

自然な日常対話を行うアンドロイドの実現
Development of Autonomous Android that can
Naturally Have a Casual Conversation

　

　

ロボットがもたらす脳の活性化と健康
Health Support based on Brain Information and
Interaction with a Robot

おすすめ DEMO

おすすめ DEMO

DEMO

R1

R2

R4 R6

通行可能エリア
トイレ

エレベーター

おすすめ DEMO今年のおすすめ展示です デモンストレーションを実施いたします

おすすめ

基礎研究 応用研究

R2 ロボットサービスのための人混みシミュレータ
～共存環境で活動するロボットのためのHRI行動シミュレーション技術～

基礎研究 応用研究

R1 電波資源を効率的に活用する低速型自律モビリティシステム
～話しながら移動できるロボット・車イス～

1F

2F

R3 おすすめ

喫茶

食堂

R

R
RR

R4 DEMO

R5
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基礎研究 応用研究

R4
おすすめ

自然な日常対話を行うアンドロイドの実現

基礎研究 応用研究

ネットワークロボット館

基礎研究 応用研究

R6 ロボットがもたらす脳の活性化と健康

基礎研究 応用研究

R5 手動運転と自動運転における搭乗者（ドライバー）行動の理解R3
おすすめ ～複数のロボット、環境センサ、インターネットが連携するロボットサービスの提供～
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無線通信W

おすすめ DEMO

おすすめ DEMO

DEMO

DEMO

　ユーザの視点を重視して、快適で安心な生活を提
供する社会基盤としての無線通信、および無線を利用
した先進的アプリケーションの実現を目指していま
す。具体的には、適応的な周波数利用により電波資源
を効率的に活用することで無線通信システムの容量
や伝送速度を改善する技術、様々なアプリケーション
において無線を活用するための技術などについて研
究開発を行っています。

W

3F

W4W3

W5

W6

W2

W1

通行可能エリア
トイレ

エレベーター

W1

W2

W3

W4

W5

適応的な周波数利用による電波資源活用

様々なアプリケーションへの無線の活用

複数周波数帯域の同時利用による
周波数利用効率向上技術
Simultaneous Transmission over Multiple License-Exempt Bands
～貴重な電波資源を無駄なく使う～

狭空間での周波数稠密利用のための
周波数有効利用技術
Small Area Wireless R&D Project
～工場内に混在する多数の無線システムの共存を目指して～

通信方式推定による空き周波数共用技術
Spectrum Sharing Technique by
Using Communication System Estimation
～電波の使い方や飛ぶ範囲を考慮して周波数を
　最大限に活用します～

第5世代移動通信システム（５G）の
実現に向けた実証試験
Demonstration Test for the Realization of
The 5th Generation Mobile Communications (5G)
～駅やスタジアムなどにおける超高速通信がもたらす新しい体験～
　
IoT時代のセキュリティとプライバシー
Security and Privacy for the IoT Generation
～AIを活用したプライバシー保護技術の取り組み～

W6
　
電波方式によるワイヤレス電力伝送
Wireless Power Transmission via Radio Wave
～バッテリーレス化に向けた無線技術～

おすすめ DEMO今年のおすすめ展示です デモンストレーションを実施いたします

基礎研究 応用研究

W1 複数周波数帯域の同時利用による周波数利用効率向上技術
～貴重な電波資源を無駄なく使う～

基礎研究 応用研究

W2
おすすめ

狭空間での周波数稠密利用のための周波数有効利用技術
～工場内に混在する多数の無線システムの共存を目指して～

おすすめ

おすすめ



30 31

脳
情
報
科
学

ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー
ト
ロ
ボ
ッ
ト

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
〜
け
い
は
ん
なATR

フ
ァ
ン
ド
〜

生
命
科
学

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
な
ど

関
連
会
社

無
線
通
信

基礎研究 応用研究

W3 通信方式推定による空き周波数共用技術
～電波の使い方や飛ぶ範囲を考慮して周波数を最大限に活用します～

基礎研究 応用研究

W4 第5世代移動通信システム（５G）の実現に向けた実証試験
～駅やスタジアムなどにおける超高速通信がもたらす新しい体験～

基礎研究 応用研究

W5 IoT時代のセキュリティとプライバシー
～AIを活用したプライバシー保護技術の取り組み～

基礎研究 応用研究

W6
おすすめ

電波方式によるワイヤレス電力伝送
 ～バッテリーレス化に向けた無線技術～



L3 多様なヒト疾患モデルの
全身網羅的多器官遺伝子発現地図2
The Body-wide Transcriptome Landscape of
Disease Models 2
～疾患予測・診断マーカーや治療ターゲット探索に活用～

L1

L2

研究のねらい

生命のからくりを解く基礎技術 

ERATO 佐藤ライブ予測制御プロジェクト
ERATO SATO Live Bio-Forecasting
～次世代診断・予防・先制治療の基礎となる原理のあぶりだし～

L4 腸の腫瘍が肝臓に作用するメカニズムの一端を解明 
Mechanisms underlying tumor-liver interaction
～がんが個体に悪影響を与える仕組みの理解に向けて～

多様なヒト疾患モデルの
全身網羅的多器官遺伝子発現地図１
The Body-wide Transcriptome Landscape of
Disease Models 1
～疾患予測・診断マーカーや治療ターゲット探索に活用～
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　持続可能で健康長寿な未来社会の創成を目指し、
生物科学、医科学、数理科学、工学系科学、計算科学
を融合させた分野横断型サイエンスを展開していま
す。生命の根本にある基本的で普遍的な原理をあぶ
りだし、その原理に基づいて、多様な生命のふるまい
を予測・制御し、さらにヒトの疾患を予防・治療するため
の研究開発を行い、将来の「何時でも何処でもライブ
クリニック」という未来社会の実現に貢献します。

L

2F

L1

L4

L3

LL

L2

おすすめ

おすすめ 今年のおすすめ展示です

生命科学

通行可能エリア
トイレ

エレベーター

おすすめ

基礎研究 応用研究

L2
おすすめ

多様なヒト疾患モデルの全身網羅的多器官遺伝子発現地図１
～疾患予測・診断マーカーや治療ターゲット探索に活用～ 

基礎研究 応用研究

L1 ERATO 佐藤ライブ予測制御プロジェクト 
～次世代診断・予防・先制治療の基礎となる原理のあぶりだし～
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基礎研究 応用研究

L4 腸の腫瘍が肝臓に作用するメカニズムの一端を解明
～がんが個体に悪影響を与える仕組みの理解に向けて～

基礎研究 応用研究

L3 多様なヒト疾患モデルの全身網羅的多器官遺伝子発現地図２
～疾患予測・診断マーカーや治療ターゲット探索に活用～



G
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36

先駆的・独創的な研究成果に基づく事業開発を、関連会社、けいはんなATRファンド

の支援を受けたベンチャー企業、ライセンス等を通じて積極的に展開し、科学技術

イノベーションによる社会の新たな価値創造を目指しています。

研究へのフィードバック研究成果の事業化

関連会社関連会社

事業サポート事業サポート
ライセンス

パートナー企業
など

ライセンス
パートナー企業

など

ベンチャー企業
～けいはんなATRファンド～
ベンチャー企業

～けいはんなATRファンド～

事
業
開
発

会場案内

：ベンチャー企業　 ：関連会社　 ：パートナー企業など

ATRの研究成果展開を目的とし、特許情報提供、許諾業務、ATR技術を用
いた製品開発販売及び脳研究支援事業を行なっています。
今回は3D ToFセンサを用いた人流計測、慣性センサを用いた歩行解析、
ATR音声言語データベースの新製品、最新の技術で先端研究を支える脳活
動イメージングセンタのサービスについてご紹介いたします。

ATRにおける外国語音声学習研究の成果を利用して英語学習支援システム
「ATR CALL」を開発、音声にフォーカスした学習方法や発音を採点する発音
評定技術が特徴です。新英検コースを新たに追加した「ATR CALL BRIX」
をはじめ、ATRの音声技術を駆使した様々なソフトをご紹介いたします。

ATRの音声技術と㈱フュートレックのソフトウェア開発技術を融合し、携帯
電話等への音声技術・翻訳・合成技術展開を目的として2007年に設立さ
れ、携帯電話用音声翻訳アプリ「しゃべって翻訳」等のサービスを提供して
います。今回は音声認識・翻訳を用いたコミュニケーション支援の応用例を
ご紹介いたします。

G1

G2

G3

G4

株式会社ATR-Promotions

脳画像研究のトータルサポート 
Total Support of Brain Imaging Studies:
from Basic Research to Applications
～ 基礎研究から応用研究まで ～

ATR CALL
Brush up your English by ATR CALL's pronunciation
training program
～声をだしながら英語の勉強をしよう～

3D ToFセンサを使用した
高精度人流計測
High Precision Human Tracking Using
3D ToF Sensor
～セキュリティ・マーケティングへの応用～

慣性センサを用いた歩行分析
Gait Analysis Using Mems Sensor
～ヘルスケアへの応用～

ATR音声言語データベースの新製品紹介
Introduction of  ATR Corpora New Products

G6

株式会社ATR-Trek

音声認識・翻訳によるコミュニケーション支援
Supporting Human Communication with Speech
Translation Technology
～音声認識・機械翻訳技術～

G5

ATR Learning Technology株式会社

関連会社G

通行可能エリア
トイレ

エレベーター

GF

G2 G4

G6
G5

G1

おすすめ DEMO

おすすめ DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

おすすめ

おすすめ

　ATRの研究成果をベースにした製品・サービスの商
品化・販売を目的として設立した様々な事業会社は、
ATRグループにおける事業化の核として着実に成果
を挙げています。

おすすめ DEMO今年のおすすめ展示です デモンストレーションを実施いたします

GG

G

G

GF

R
R
FC

R
L C

G3G3
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G1
おすすめ

脳画像研究のトータルサポート
～基礎研究から応用研究まで～

G2
おすすめ

3D ToFセンサを使用した高精度人流計測
～セキュリティ・マーケティングへの応用～

G3 慣性センサを用いた歩行分析
～ヘルスケアへの応用～

G4 ATR音声言語データベースの新製品紹介



41

脳
情
報
科
学

ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー
ト
ロ
ボ
ッ
ト

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
〜
け
い
は
ん
なATR

フ
ァ
ン
ド
〜

生
命
科
学

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
な
ど

関
連
会
社

無
線
通
信

F ベンチャー企業
～けいはんなATRファンド～

　2015年に創設された「けいはんなＡＴＲファン
ド」によるベンチャー企業への出資、設立サポートを
通してＡＴＲ研究成果の事業化を積極的に推進して
います。

*けいはんな学研都市ATRベンチャーNVCC投資事業有限責任組合

日本ベンチャーキャピタル
株式会社

株式会社
産業革新機構

事業会社
金融機関

けいはんなATRファンド

ベンチャー企業

（無限責任組合員） （有限責任組合員）

運営 出資 分配 投資対象認定

ライセンス料等 事業化支援

情報

連携

投資 回収

通行可能エリア
トイレ

エレベーター

F1

F2

F3

F4

F5

F6

ブルーイノベーション株式会社
～UNR Platformとの連携による業務の
　スマートな達成のためのドローンサービス～　

ユカイ工学株式会社
～高齢者や家族を見守るコミュニケーションロボット～

株式会社フィット・サッカーロボ株式会社
～SymManual ／SymBrowser V2 Cloud サービス～ 

スプリームシステム株式会社
～センサ技術を利用した動線追跡ツール
　「Ｍｏｐｔａｒ」（モプター）～

アイディア株式会社
～船舶動静共有システム
　（IoTとAIで実現する船舶の航行支援システムの開発） ～

エイアイビューライフ株式会社
～高齢者の生活動作・活動を「見える化」～

WaveArrays株式会社
～３次元・全方位フェイズド・アレイ・アンテナ～

株式会社バックテック
～企業の生産性向上を目的とした
　肩こり・腰痛対策アプリ“ポケットセラピスト®”～

株式会社ログバー
～絶対に圏外にならない、瞬間オフライン翻訳機
　「ili（イリー）」～

株式会社ATR-Incubator
～ATR研究成果を活用した事業の創出を加速する支援機能を提供～

F7

F8

F9

F10F10

F10-1

F10-2

F10-3

F10-4

F10-5

Smart Finder技術
～大規模屋内施設におけるスマートデバイス追尾システム～

英語カラオケ技術
～カラオケで歌いながら、英語の学習をしよう～

災害時用メッシュ無線通信技術
～メッシュ無線製品のThinktubeと最先端研究開発のATRが連携してご提供～

ニューロコンサルティング技術
～脳を介した感性評価にもとづく商品開発支援サービスの事業化～

ドローンのための三次元電波品質推定技術
～上空の電波品質を三次元で見える化し、ドローンの
　安定飛行に貢献します～

「高床式砂栽培法」による心と身体の健康促進への取組み
～地域住民との協働やグローバル連携を通じて～
※展示は2FのC会場で行います。

F

おすすめ

おすすめ

DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

おすすめ DEMO

おすすめ DEMO

DEMOおすすめ 今年のおすすめ展示です

DEMO デモンストレーションを実施いたします

40

F1

F10

F10-1

F9

F2F3F4F5F6

F8F7

おすすめ

おすすめ おすすめ おすすめ NVCC

JUIDAテレノイド
ケア

ヴイストン

エーアイ

シナジー
マーケティング

F10-5 F10-4 F10-3

F10-2

G5 ATR CALL
～声をだしながら英語の勉強をしよう～

G6 音声認識・翻訳によるコミュニケーション支援
～音声認識・機械翻訳技術～
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F2 ユカイ工学株式会社
～高齢者や家族を見守るコミュニケーションロボット～

F1 ブルーイノベーション株式会社
～UNR Platformとの連携による業務のスマートな達成のためのドローンサービス～

F4 スプリームシステム株式会社
～センサ技術を利用した動線追跡ツール「Ｍｏｐｔａｒ」（モプター）～

F3 株式会社フィット・サッカーロボ株式会社
～SymManual / SymBrowser V2 Cloud サービス～
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F6
おすすめ

エイアイビューライフ株式会社
～高齢者の生活動作・活動を「見える化」～

F5 アイディア株式会社
～船舶動静共有システム（IoTとAIで実現する船舶の航行支援システムの開発）～

F8
おすすめ

株式会社バックテック
～企業の生産性向上を目的とした肩こり・腰痛対策アプリ“ポケットセラピスト®”～

F7
おすすめ

WaveArrays株式会社
～３次元・全方位フェイズド・アレイ・アンテナ～
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F10 株式会社ATR-Incubator
～ATR研究成果を活用した事業の創出を加速する支援機能を提供～

F9
おすすめ

株式会社ログバー
～絶対に圏外にならない、瞬間オフライン翻訳機「ili（イリー）」～

F10-2 英語カラオケ技術
～カラオケで歌いながら、英語の学習をしよう～

F10-1 Smart Finder技術
～大規模屋内施設におけるスマートデバイス追尾システム～
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F10-4 ニューロコンサルティング技術
～脳を介した感性評価にもとづく商品開発支援サービスの事業化～

F10-3 災害時用メッシュ無線通信技術
～メッシュ無線製品のThinktubeと最先端研究開発のATRが連携してご提供～

F10-5 ドローンのための三次元電波品質推定技術
～上空の電波品質を三次元で見える化し、ドローンの安定飛行に貢献します～

「高床式砂栽培法」による心と身体の健康促進への取組み
～地域住民との協働やグローバル連携を通じて～
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デモンストレーションを実施いたしますDEMO

⑤ シナジーマーケティング株式会社

⑥ 東レ建設株式会社

⑦ 株式会社グリーンファーム

⑧ 一般社団法人日本砂栽培協会

① 株式会社テレノイドケア

② 株式会社エーアイ

④ 一般社団法人日本UAS産業振興協議会

③ 日本ベンチャーキャピタル株式会社

石黒浩大阪大学基礎工学部教授、ATR石黒浩特別研究所客員所長らに
よって開発された対話のための遠隔操作型アンドロイドロボット『テレノ
イド™』を用いたケアモデルの研究開発と普及を行っています。例えば
開発中の観察記録の入力アプリではテレノイドと高齢者のコミュニケー
ションの様子を介護職が的確に入力するための工夫や、集められた情報
を他の専門職が分析し、高齢者にとって価値あるフィードバックになる
ような利用者視点の設計を行っています。また、高齢者ケアを行う介護
施設の職員のためのテレノイドを教材にした人材育成研修の提供を通して、
人がロボットを道具として使いこなすための具体的なサポートを行って
います。

株式会社エーアイは、ATRで研究開発された「コーパスベース音声合成」
技術を元に、独自の日本語自由文音声合成エンジン「AITalk®」シリーズ
の開発・販売を行っております。開発・セールス・サポートを一貫して自社
で行うことで、サポートやカスタマイズへの迅速な対応が可能です。最大
の特徴は、短時間の収録で肉声に近い自然な音声が再現できるところで
す。用途に応じた多数の製品を提供しており、機器組込～エンタメまで、
様々な用途に応用されています。本年度は、各種製品の紹介と、現在開発中
の深層学習を用いた感情合成音声の生成技術について展示しております。

弊社は、CRMを軸にしたサービスをクラウドで展開するIT企業で、それぞれ
の人の価値観に合わせたきめ細やかなマーケティングを提唱しています。
弊社けいはんな研究センターでは、人の性格や価値観を軸にしたコミュニ
ケーションに関する研究を行っています。価値観の傾向が違うことで、使用
言語や行動パターンが違ったりします。本イベントでは、最近行っている直
感に関する研究のポスター発表や高齢社会デザイン研究への取り組みの
紹介を行う予定です。

「総合建設事業」（ゼネコン）と「総合不動産開発事業」（ディベロッパー）を
手掛ける東レ株式会社のグループ会社です。日本の抱える諸課題解決に
農業を核にして取り組もうと「誰でもできる」「どこでもできる」を目指し
た“高床式砂栽培農業施設”「トレファーム®」事業を展開しています。昨年
ＡＴＲ敷地内に自社農園【トレファームラボ】を開設しIoTを活用した「新たな
農業のカタチ」の実現に向け、ATRと共にプロジェクトを進行中です。

高床式砂栽培農法を用いた軽労化農業の普及と、農業と福祉を連携させる
農福連携の実現を目的として2010年に設立した農業法人です。ATRの
豊富な研究開発実績と弊社の高床式砂栽培技術を融合させた、人や環境に
優しい農業に取り組んでいます。
今回も引き続き高床式砂栽培農法の特徴や、事例を交えた普及の取組みに
ついて紹介します。

土の代わりに砂を用いて野菜や果物を育てる砂栽培法の普及を目指して
います。力が要らず砂は入れ替えが不要で、人と環境にやさしい栽培法です。
普及に向け、砂栽培士の資格認定事業、人材育成や資格取得を促進する
ための栽培技術に関する講義や実習の実施、各地の砂の栽培適正認定事業
などを行っています。また、多種多様な植物を栽培でき手軽に育てる楽しみ
を味わえる特長を活かし、個人向けに「砂栽培クラブ『さらGarden』」を運営
しています。

⑨ ヴイストン株式会社

研修開発用途からホビー・教育用途、コミュニケーションロボットなど、多岐
にわたるロボット製品を開発・販売しています。ATRとの関連では、ロボビー
シリーズや、人の存在感を伝える電話ロボット「テレノイド」「エルフォイド」など
で、開発・販売協力を行っています。近年では、コミュニケーションロボット
「Sota」を開発し、NTTより「ロボコネクト」として一般向けにも販売してい
ます。また、ロボットミドルウェア「ROS」に対応させた研究開発用台車ロボット
「メガローバーVer1.2 ROS対応版」を開発し、ロボット制御に役立つ様々
な機能を備え、少ないコードで複雑なロボット制御システムを作成できるよう
になりました。

1996年の設立以来「アーリーステージ」と「技術型ベンチャー」に重点的
に投資してきました。2003年よりアカデミアファンドの取り組みを本格化、
大阪大学・京都大学・同志社大学・名古屋大学などの大学ファンドを運用して
きました。2015年2月に「けいはんなATRファンド〔47億円〕」を設立、
ATRの知財・ノウハウを使い連携するベンチャー企業に対し、これまで11社
投資をしています。
（参考）2018年におきまして新規にエイアイビューライフ（見守りセンサ）、
WaveArrays（全方向衛星送受信機）、バックテック（ライフログ）、ログバー
（自動翻訳デバイス）に投資を実行しました。

一般社団法人日本UAS産業振興協議会（JUIDA）は、日本 の無人航空機
（ドローン）の新たな 産業・市場の創造支援と産業の健全な発展への貢献
を目的として、2014年7月に設立されました。無人航空機の民生分野に
おける積極的な利活用を推進するとともに、無人航空機の応用技術の研
究開発、安全ガイドラインの策定、人材育成、国際連携、地方創生活動など
を中立の立場で行っています。 2015年10月には、日本ではじめて、無人
航空機の操縦士および安全運航管理者養成スクールの認定制度をスタ
ートし、スクール数は、全国で160箇所以上に広がっています。展示では、
認定スクール・試験飛行場を中心にご紹介いたします。

DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

C パートナー企業
など

　会社設立以来のATRの研究成果を基にした特許等
の知的財産のライセンス等により、ATR関連会社以
外の企業を通じた商品化に寄与するとともに、異分野
の外部機関との積極的な連携体制を構築し、今日の
様々な社会的課題の解決に向けた取り組みを進めて
います。

C C

①②③
④⑤⑨

⑥⑦⑧
アグリ

通行可能エリア
トイレ

エレベーター

② 株式会社エーアイ

③ 日本ベンチャーキャピタル株式会社

④ 一般社団法人日本ＵＡＳ産業振興協議会

⑥ 東レ建設株式会社

⑦ 株式会社グリーンファーム

⑧ 一般社団法人日本砂栽培協会

 

① 株式会社テレノイドケア

⑨ ヴイストン株式会社

⑤シナジーマーケティング株式会社
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